
■ 表紙の絵：旅する星（北の峯学園絵画クラブ）　■ 会場：医療法人北志会 札幌ライラック病院 1F 待合室、通路他
■ 後援：札幌市  札幌市教育委員会 （公財）道銀文化財団 （公財）北海道文化財団   ■ 主催：びょういんあーとぷろじぇくと

びょういんあーとぷろじぇくと2024 旅する星 2024年3月25日(月)～8月31日（土）12:00-18:00
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「びょういんあーとぷろじぇくと」は、2008年秋に札幌
ライラック病院待合室からはじまりました。地域のみ
なさまに「開かれた病院」と励まされ、これまでに18
回の展示と関連イベントをおこなってくることができま
した。

少しずつ広がった輪は、2024年の現在「旅する星」と
題した参加型アートワークを進行中です。院内通路
と検査待合室には、二人の美術家、塚崎聖子、林美
奈子の作品を展示し、霊安室周辺は、北の峯学園絵
画クラブの皆が作った「星」と「花」をレイアウトして
います。今後は、これらに地域の方やお子さんたちが
加わっていただけるようワークショップ等を計画して
います。

当初より、私たちの活動は、そばにいる人が、一体、ど
んなことに困り、何を求めているのか... それらを分か
ち合いたいという試みでもありました。コロナ禍を経て、
多くの人が、より人間らしい心の通い合いを求める今、
病院が温かな風の漂う場所であるように活動を続け
てまいります。

どうぞ、引き続き、ご支援とご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

ごあいさつ

hpj2024@hinoma.com
www.facebook.com/Byouinatopurojekuto
www.hinoma.com/hospitalart/

びょういんあーとぷろじぇくと代表  

日野間 尋子

テ ー マ : びょういんあーとぷろじぇくと2024「旅する星」
会      期 : 2024年3月25日(月) ～ 8月31日(土) 12:00～18:00
会      場 : 医療法人北志会 札幌ライラック病院１F待合室、通路他
  札幌市豊平区豊平6条8丁目2番18号
  011-812-8822
後      援 : 札幌市　札幌市教育委員会  
  （公財）道銀文化財団  （公財）北海道文化財団
主      催 : びょういんあーとぷろじぇくと
アーティスト : 塚崎 聖子、林 美奈子、北の峯学園絵画クラブ
デ ザ イ ン : 井上 始子

本展の概要

ご連絡先

【日時】2024年3月25日（月）14:30-15:00 
【会場】札幌ライラック病院 1 階デイケア室
【出演】サルミアッキ with やしましほ

フィンランドの伝統楽器カンテレを弾き歌いするグループで

す。カンテレの美しく味わい深い音色にのせて、春の歌、月

の歌を中心に故郷や東京ブギウギも演奏させていただきま

す。一緒に歌いましょう。

根室市生まれ。

道東の北方領土の見える地で育ち、幼
少からひとり絵を描く事が好きでした。
ぼんやりと頭のなかにあって言葉になら
ないようなこと、なんとなく心のすみっこ
にあるイメージを小さな紙切れになぞる
事から私の絵ははじまっている気がしま
す。風景の中に私が感じた、かすかな
気の流れや、静かな風の流れが伝わってくれたらと思います。

普段は東京や道内の公募展、個展などで発表する傍ら、絵画教室で生徒
さんの描く絵からいつも元気を貰っています。

北海道美術協会展会員　新制作協会展会員

塚崎 聖子

春うらら満月コンサート

つかざきせいこ

岐阜県生まれ。

2013年、東京から札幌へ移住。
2007年より個展、グループ展（東
京・札幌）など多数。

幼少期は自然豊かな環境で育ち、
裏庭や森、材木店を営む祖父母
の家など身近な遊び場で、さまざ
まなカケラを採集することに夢
中でした。植物の種子や石ころ、古い紙など、見つけたカケラから自由に想
いを馳せながら、絵を描き何かを作る喜びを得たことが、現在の制作活動
のもととなっています。

患者さま、ご家族さま、医療従事者の皆さまが、お散歩の途中、ふと植物や
空を眺めリラックスされるように、この場が懐かしい陽だまりのような憩いの
空間となれば幸いです。

林 美奈子 はやしみなこ

札幌ライラック病院

学園前駅
（2番出口より徒歩２分）
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北の峯学園絵画クラブ

釧路労災病院緩和ケア病棟《れぽ
ふる》にて開催しました。「外に出
ることが叶わない方々に、少しでも
散歩しているような気持ちを味わっ
ていただけたらいいなと思って準備
しました。（石垣伯江）」

石垣伯江 写真展
「標の庭」（しるべのにわ）

2024年のNEWS

第47回 日本死の臨床研究会
年次大会

「つらさやかなしみを持つ人々のそばにあ
るアート」をテーマに制作・展示します。
参加アーティスト：

安藤文絵  上嶋秀俊  梅田力  小林麻美
佐藤綾香  佐藤隆之  瀬川葉子  塚崎聖子
野村裕之  日野間尋子  八子直子

2024年1月21日（日）～3月21日（木） 2024年10月12日（土）、13日（日）

粒々研究所

社会福祉法人 富良野あさひ郷 北の峯学園

「午睡する箱」

「車窓の景」

関 連 企 画

北の峯学園は、富良野市にある障害者支援施設です。19歳から92歳、101名が
生活を共にしています。毎日の生活のなかで、ひとりひとりが見つけた愛おしい
もの。絵を描いていると湧いてくるわくわくした気持ち…。私たちは、それらを
大切にアート活動を続けています。感染症対策で、家族や友達に会えなかった
ときは、絵が、私とあなたを結んでくれているように感じました。

作品を見てくださる皆さんの心に、笑顔や優しさが広がってくれたら嬉しいです。
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